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学校安全に関する研究助成に係る中間報告書

　　　年　　月　　日（報告書提出）
独立行政法人日本スポーツ振興センター
理 事 長　   芦 立　 訓　殿
研究代表者　所属機関名称：
　　　　　　部局：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　職名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏名：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e-mail：

	研究課題名
	


	研究期間
	令和〇（西暦〇〇〇〇）年　　月　　日～令和〇（西暦〇〇〇〇）年　　月　　日　（　　）年目

	研究内容及び成果の概要
	

	会計報告
	①送金を受けた助成金額（含む前年度繰越額）
	円

	
	②使用した助成金額
	円

	
	③次年度に繰越する助成金額
	円

	
	④使用した助成金額の内訳
	費　目
	金　額

	
	費　目
	金　額
	会議費
	円

	
	諸謝金
	円
	資料費
	円

	
	旅費交通費
	円
	印刷製本費
	円

	
	備品費
	円
	通信運搬費
	円

	
	調査委託費
	円
	消耗品費
	円

	
	借料・損料
	円
	その他
	円

	備考欄


	


●研究・学会発表等（必要に応じて記載すること）


学校安全に関する研究助成に係る中間報告書作成上の留意事項

１．学校安全に関する研究助成に係る中間報告書を記入する際に留意すべき具体的な事項を以下に示します。これは、報告書の記載事項の誤りを少なくし、審査を迅速に行うための注意事項です。

２．中間報告書
2-1提出日について
  ・中間報告書については、初年度、２年目いずれかの研究期間終了後、15日以内とすること。
  2-2「研究課題名」について
  ・選考結果の通知に記された課題名にすること。
2-3「研究期間」について
　・研究期間のうち、初年度、２年目のいずれかの対象期間を記入すること。
　2-4「研究内容及び成果の概要」について
　・研究期間中に行った研究内容と得られた成果について概要を記入すること。
　2-5「会計報告」について
・①は、選考結果の通知に記された助成金額を記入すること。なお、前年度から繰越した助成金額についても合算して記入すること(間接経費を含めない)。
・②は、研究に要する経費（直接経費）について記入すること。
・③は、①と②の差額を記入すること。　
・④は、使用した費目別に金額を記入すること。 
・証憑書類等については、研究代表者の所属機関の長の下、適切に保管・管理すること。
　2-6「研究・学会発表等」について
・必要に応じて記載すること（記載すべき内容が無い場合はその旨記載すること）。
・年月日、発表形態（論文・雑誌掲載、口演、ポスター、セッション等の別）を明示すること。
・報告書提出日より未来の日付で発表が確定している場合、その旨を明示して記載すること。

